
 

     

消
費
者
被
害
か
ら 

高
齢
者
や
若
者
を
守
ろ
う 

会
長 

秋
山 
智
博 

 

消
費
者
は
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
被
害
が
発
生
す
る
と
経

済
的
被
害
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
被

害
も
与
え
る
こ
と
に
な
り
人
権
侵
害

と
い
え
ま
す
。 

 
 

 
 

特
に
高
齢
者
や
若
年
成
年
を
守
り

ま
し
ょ
う
。 

特
殊
詐
欺
被
害
が
頻
発
、 

防
犯
対
策
を 

 
 

今
年
に
入
っ
て
か
ら
県
内
の
特

殊
詐
欺
の
被
害
が
過
去
最
悪
の
ペ
ー

ス
で
推
移
し
て
い
ま
す
。 

令
和
２
年

は
認
知
件
数
26
件
で
被
害
額
は
約

9200
万
円
に
対
し
、
令
和
３
年
４
月
末

段
階
で
そ
れ
ぞ
れ 

 
 

13
件
と

6600
万
円
だ
か
ら
で
す
。 

 

今
年
２
月
・
市
の
職
員
を
名
乗
り

「
介
護
保
険
料
の
過
払
い
金
を
還
付 

     」
の
電
話
で
約
150
万
円
。
３
月
・
株

取
引
に
絡
む
口
座
の
開
設
費
用
な
ど
、

嘘
に
よ
る

3800
万
円
（
県
内
最
高
の
被

害
額
）。 

４
月
・
鳥
取
大
丸
従
業
員
を
名
乗
る

電
話
で
、
別
々
の
方
で
約
150
万
円
と

230
万
円
。
直
近
で
も 

６
月
・
コ
ロ
ナ
ワ
ク 

チ
ン
未
接
種
に
つ
け 

こ
ん
だ
電
話
で
100 

万
円
の
新
た
な
手
口 

な
ど
。
被
害
者
は 

60
代
か
ら
80
代
の 

中
高
年
齢
層
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

次
の
電
話
対
策
を
提
案
し
ま
す
。 

 

１
自
宅
の
電
話
機
に
対
策
す
る
。 

① 

自
動
通
話
録
音
機 

 

電
話
機
の
呼
び
出
し
音
が
鳴
る
前

に
、相
手
に
自
動
で
「
録
音
し
ま
す
。」

等
の
警
告
メ
セ
ー
ジ
を
流
し
、
通
話

を
録
音
す
る
電
話
機
や
機
器
。
犯
人

の
声
が
証
拠
と
な
り
効
果
が
高
い
。 

 

※
今
年
度
、
鳥
取
市
が
取
り
付
け

の
助
成
制
度
を
検
討
中
で
す
。
具
体

化
し
た
ら
活
用
し
て
く
だ
さ
い 

       
 

②
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

 

電
話
に
出
る
前
に
相
手
の
番
号
が

確
認
で
き
ま
す
。
非
通
知
や
知
ら
な

い
番
号
の
電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

③
常
に
留
守
番
電
話 

 

在
宅
中
で
も
留
守
番
電
話
に
セ
ッ

ト
し
て
、
知
ら
な
い
人
か
ら
の
電
話

に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

２ 

必
ず
誰
か
に
相
談
す
る
。 

 

電
話
で
お
金
の
話
が
で
た
ら
、
い

っ
た
ん
電
話
を
切
っ
て
以
下
に
相
談

す
る
。 

 
①
家
族
や
近
所
の
人
、
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
人
、
最
寄
り
の
警
察
署
な

ど
で
す
。 

②
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
188
）
や

鳥
取
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（

0857-

20-

3863
）
に
連
絡
を
。 

18
・
19
歳
を
被
害
か
ら
守
ろ
う 

 

成
年
年
齢
が

2022
年(

令
和
４
年)

４
月
１
日
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
未
成
年
者
で

あ
っ
た
の
で
、
親
の
同
意
を
得
ず
に

結
ん
だ
契
約
は
原
則
、
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
る
「
未
成
年
者
取
消
権
」

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
法
改
正
で

18
・
19
歳
の
若
年
成
年
は
こ
の
権

利
を
失
い
ま
す
。 

①
出
前
講
座
な
ど
の
啓
発 

学
校
の
授
業
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
集

会
、
新
入
生
・
卒
業
生
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
事
業
所
・
企
業
の
新

人
研
修
、
保
護
者
が
集
ま
る
機
会
な

ど
。 

②
家
庭
を
含
め
、
私
た
ち
社
会
全
体

で
若
年
成
年
の
方
た
ち
が
、
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き 

込
ま
れ
な
い 

よ
う
に
声 

を
か
け
て
い
き 

ま
し
ょ
う
。 

 

私
た
ち
の
地
域
で
消
費
者
被

害
防
止
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

（1） 宝木校区人権啓発推進協議会                      令和 3 年 7 月 21 日 

宝木 
校区  
人
推
協
だ
よ
り 

自動的に「録音します」の 

メッセージを流します 

事務局：宝木地区公民館 Tel 82-2407・Fax82-2417   

        酒津地区公民館 Tel82-2990・Fax82-3030 



 

                      

（2） 宝木校区人権啓発推進協議会                      令和 3 年 7 月 21 日 

令和 3 年度 宝木校区人権啓発推進協議会総会は、新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、鳥取市のガイドラインに従い、役員の皆様による書面議決での承認とな

りました。 

以下のとおりご報告いたします。 

〇集計数     １６名 

〇議案集計結果  第１号議案 令和２年度事業報告について 

         第２号議案 令和２年度収支決算報告及び監査報告について 

         第３号議案 令和３年度事業計画（案）について 

         第４号議案 令和３年度収支予算（案）について 

         第５号議案 令和３年度役員改選（案）について  

         第１・２・３・４・５号議案ともに   賛成:１６名 反対:０名 

〇結果      すべての議案について過半数の賛成をもって可決されました。 

編 集 後 記 

コロナ禍の今、ワクチン接種が徐々に行われて

いますが、いつ終息するかわからない状況です。 

 地域の皆様が身近な人権問題について考えた

り、交流の輪を広げていける事業が１日も早く開

催出来ることを願っています。 

役員・推進委員の皆様、１年間 

宜しくお願いいたします。 

事務局：宝木地区公民館 Tel 82-2407・Fax82-2417  

                             酒津地区公民館 Tel 82-2990・Fax82-3030 


